
 

鹿児島県公立高校入試徹底分析【数学】 
 
【形式・難易度】 

試験時間 50 分 配点 90 点 

問題構成 

大問数は５問。小問は 28問。時間は 50 分である。解答欄で数えると 36問と例年より問題数が

多くなった（昨年は解答欄で数えて 35問）ように感じるが，昨年同様、記号選択の問題が多く

なったためであり，内容としては例年とほぼ変わらず 28問である。出題パターンは，以下の通

り。 

大問１は計算・小問集合，大問２は小問集合，大問３はデータの活用，大問４は関数， 

大問５は平面図形とその応用 

大問４は，タブレット端末を使って関数のグラフについて話し合っている会話文から考える問

題であった。大問のうち一つは今後も出題形式が変化することが予想される。 
 

 令和７年度(2025)  令和６年度(2024)  令和５年度(2023)  令和４年度(2022)  令和３年度(2021) 

問題量（A４で） 11 ページ分 11 ページ分 11 ページ分 ７ページ分 ７ページ分 

小問数 28 問 28 問 26 問 26 問 28 問 

論述問題の数 ４問 ４問 ３問 ４問 ４問 

論述問題配点 17 点 15 点 14 点 16 点 17 点 

作図問題の数 １問 １問 １問 １問 １問 

作図問題配点 ４点 ４点 ４点 ４点 ４点 

受験者平均点 38.9 点 43.8 点 47.0 点 39.0 点 47.3 点 
 

【出題の傾向と対策】 

① 大問１の小問 1では，計算問題が３問，小問集合２問で難易度・量ともに例年ほぼ同じである。難易度 

は高くないので，焦らず正確に解けるようにしましょう。 
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② 大問２では，毎年作図の問題が出題される。図形の概念や図形の性質の関係について理解を深め，正し 

く作図できるように練習をしましょう。 
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② 過去には，鹿児島県の地図を利用した作図も出

題されている。基本的な作図の練習だけではなく，

垂直二等分線や角の二等分線を引く目的などをしっ

かりと理解しておく必要がある。 

① 計算問題３問だけではなく最小公倍数や

逆数などの基礎知識を問う問題が多いため、

確実に得点化できるようにしておく必要があ

る。 



③ 大問４・５では，2024 年度に大問５でコンピューターソフトを用いた円と三角形を組み合わせた問題 

が，2025 年度は大問４でグラフ作成アプリを用いた関数の問題が，会話形式で出題されました。 
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解答 
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４１ 小さくなる 

 ２(1) 2 xy   (2) (△ＯＰＱ＝) 2  (△ＯＱＲ＝) 1 

 ３ ウ，エ 

 

③ コンピューターやタブレットなどを用いた形式

で出題されることで問題が変化してきているように

感じるが，聞かれている内容に大きな変化はない。

長い会話形式の問題から，何を問われているかをし

っかりと読み取り，考える必要がある。 

Ｐ 

(求め方や計算過程) 

Ｐの x座標が 2であることから，Ｐ(2，4a) 

このとき，△ＯＰＱの面積は aの値によら

ず， 2
2

1
22  となるので，△ＯＱＲの

面積が 3 であればよい。 

ここで，△ＯＱＲの底辺をＯＱとしたと

きの，高さを h とすると， 

3
2

1
2  h より， 3h  

Ｒの x 座標は負なので，Ｒ(－3，9a) 

直線ＰＱはＲを通るので，ＰからＱまで

増加するときの変化の割合とＱからＲま

で増加するときの変化の割合は等しくな

るから， 
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これを解くと，
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